





























































































































































































































































































　表 3 は高校時代の学習経験と学力との関連について、「とてもよく取り組んだ」を 5 、「ま


































































































































そこで、表 5 では表 3 と同様に平均値の差の検定により、教職学生の指導観と中学校時の学
力の関連について検討した。その結果、高校時代の学習経験では学力により多くの項目で差
があったものの、教職学生が生徒に望む能力についてはいずれの項目においても統計学上の
表４　教職学生の指導観（％）（ｎ=63）
外国のことや日本とのつながり
かかわる課題を解決できる力
情報社会に関わる様々な課題
を解決できる力
身近な自然環境やそれに起きて
いる環境問題を解決できる力
身の回りの高齢者など支援が必
要な人の課題を解決できる力
健康な生活や健全な心身の維持
に関する課題を解決できる力
地域の町づくりや伝統文化な
ど地域や学校の特色に関連し
た課題を解決できる力
生徒の興味や関心に関連する
課題を解決できる力
職業や自己の将来に関連する
課題を解決できる力
主体的に学習に取り組む力
課題に対して解決できる力
難しい課題に対し探求し続け
る力
これまで学んだ学習を結びつ
ける力
とても
そう思う
28.6
38.1
25.4
38.1
33.3
31.7
　
57.1
68.3
50.8
55.6
39.7
44.4
33.3
44.4
49.2
38.1
49.2
47.6
　
31.7
23.8
31.7
33.3
41.3
42.9
27.0
15.9
15.9
20.6
12.7
15.9
　
6.3
4.8
14.3
11.1
11.1
9.5
9.5
1.6
7.9
3.2
4.8
4.8
　
4.8
1.6
3.2
0.0
7.9
3.2
1.6
0.0
1.6
0.0
0.0
0.0
　
0.0
1.6
0.0
0.0
0.0
0.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
　
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
そう思う
どちらとも
言えない
あまりそう
思わない
全くそう
思わない
計
大阪商業大学教職課程研究紀要　第３巻 第１号（通号３号）
−　　−74
差はなかった。それゆえ、高校時代の学習経験が乏しい学生は、意欲があるにもかかわらず、
「総合的な学習の時間」の全体像に対する把握の仕方や自らの学習経験を生かした指導法の
開発などで課題を抱える可能性がある。そのため講義では、経験値によって差が生じやすい
領域を手厚く指導できるように、事前学習の教材を充実したり経験値に応じた学習プログラ
ムを開発するなど、指導上、配慮する必要があるだろう。
５．おわりに
　以上、教職学生による「総合的な学習の時間」に対する認識ついて、学習経験と指導観の
観点から質問紙調査の分析を行い、「総合的な学習の時間」の指導法の講義で想定される課
題について検討してきた。
　これまでの分析を振り返り、総括すると次の 2 点にまとめることができるだろう。まず第
1 に、教職学生による「総合的な学習の時間」の学習経験は、自分自身の身近なテーマのも
のが多く、地球規模で考えるような社会的な問題を扱った学習の経験が乏しいと言うことで
ある。また学習方法では、グループで学習しそれを発表するのが 1 つの型のようになってお
り、多くの学生がそれを経験しているようであった。だが、こうした経験には中学校時代の
学力によって差があり、特にグローバルな視点や個人で調べたりするような学習方法では、
学力下位層の経験率が低くなっていた。
　第 2 に、「総合的な学習の時間」と関連性が強い高いと考えられる領域の指導観については、
生徒の将来のことや興味関心に基づくような項目でポイントが高くなる傾向があるが、そう
した傾向は学力階層によって差がなく、教職学生の間で共有している指導観のようであった。
　これらの分析結果を踏まえると、教職学生の中には、指導に対する意義や価値意識を認識
するものの、自らの原体験が乏しいあまり、学習全体の把握や具体的な学習方法のイメージ
表５　教職学生の指導観と学力との関連（ｎ=63）
外国のことや日本とのつながりにかかわる課題を解決できる力
情報社会に関わる様々な課題を解決できる力
身近な自然環境やそれに起きている環境問題を解決できる力
身の回りの高齢者など支援が必要な人の課題を解決できる力
健康な生活や健全な心身の維持に関する課題を解決できる力
地域の町づくりや伝統文化など地域や学校の特色に関連した課
題を解決できる力
生徒の興味や関心に関連する課題を解決できる力
職業や自己の将来に関連する課題を解決できる力
主体的に学習に取り組む力
課題に対して解決できる力
難しい課題に対し探求し続ける力
これまで学んだ学習を結びつける力
中位 下位上位
4.04
4.22
4.04
4.26
4.30
4.17
4.52
4.74
4.35
4.43
4.17
4.35
3.72
4.17
4.00
4.11
4.11
4.17
4.56
4.72
4.39
4.67
4.33
4.33
3.55
4.18
3.64
3.95
3.91
3.86
4.18
4.23
4.18
4.27
3.91
4.18
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を作ることができず、指導法の学習に躓くことが推測できる。そのため、経験値の差によっ
て生じやすい領域を事前に把握し、それを補うようなプログラムを開発することが重要だと
言えるだろう。
　だが、本分析では調査を 2 大学のみで行ったこと、および回答者が63人であったため、全
体を代表する指標として解釈に用いるには、慎重でなければならない。今後は、本調査をパ
イロット調査と位置づけ調査対象を広げる、それと同時に継続的な調査を行うことにより、
より精度の高い分析を行っていくことが重要であろう。今後の課題としたい。
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